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【教科目名】 ビジネス教養 

 

【教科目責任者】 飯村 果苗 

 

【対象学科・コース（クラス）】 

ＩＴものつくり学科 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩоＴコース 

ＩＴものつくり学科 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩоＴコース 

 

【学習の目的・趣旨】 

社会人・職業人として不可欠な能力の一つにリテラシーがあります。なかでも、必要な情報

を的確に「収集」「分析」「活用」できる情報リテラシーが求められています。また、職場では、

コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力、自分の言いたいことを端的に周囲の人に

伝えるための論理的思考力、ビジネスマナー、礼儀作法、ビジネスにおける人間関係の築き方、

仕事への取り組み方等、社会人として求められることは多岐に渡ります。 

この教科目では、近い将来に向けて仕事のイメージを膨らませると同時に、社会人として仕

事をする上で必要な基本的な考え方および各分野に必要なリテラシーを学びます。日頃から卒

業後の就職に備えて、学生ではなく「準社会人」であるとの自覚をもって行動することを心掛

けましょう。 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象コース】 【学習時期】 

１ プレゼンテーション AI･システム開発、情報処理、ロボット･IoT ２年前期 

２ 文書作成 AI･システム開発、情報処理、ロボット･IoT ２年後期 

３ 社会人教養 AI･システム開発、情報処理、ロボット･IoT ２年後期 
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【授業科目名】 文書作成(授業形態：講義） 

 

【教科目名】 ビジネス教養 【単位数】 ２単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 

【コース】 

AI・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・IoT コース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 2 年次 【授業時間数】 ３０Ｈ 

【授業担当者】 長山 努[実務経験]通信会社での法人営業 

【学習目標】 

幅広い業種・職種で使われている Word は、社会人にとって必須の文書作成

ツールです。実習を通して、基礎知識を身につけると共にビジネス文書の作成

について学びます。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 
２ 
３ 
 
 
 

４ 
５ 
 

６ 
７ 
 
 

８ 
９ 
10 
 
 
 

11 
12 
 
 

13 
 
 

14 
15 
16 

ビジネス文書とは 
第1章 図形や図表を使った文書の作成 

1-1：テーマを適用する ページの背景色を設定  

1-2：ワードアートの挿入 SmartArtグラフィックを挿入 

1-3：図形に画像を挿入 テキストボックスを作成 

1-4：図形を作成する 背景の設定された文書を印刷する 

第2章 写真を使った文書の作成 
2-1：ファイルを挿入する 写真を編集する 

2-2：地図を図として貼り付ける 地図を作成する  

第3章 差し込み印刷 
3-1：作成する文書を確認する  

3-2：宛名を差し込んだ文書を印刷する 

3-3：宛名を差し込んだラベルを印刷する 

中間課題 
第4章 長文の作成 

4-1：文書の構成を変更する スタイルを適用する 

4-2：アウトライン番号を設定する 表紙を作成する 

4-3：ヘッダーとフッターを作成する 目次を作成する 

4-4：脚注を挿入する 図表番号を挿入する 

第5章 文書の校閲 
5-1：グラフィック要素を挿入する 

5-2：グラフィック要素を書式設定する 

5-3：SmartArtを挿入する、書式設定する 

第6章 Excelデータを利用した文書の作成 
6-1：作成する文書を確認する Excelデータの貼り付け方法 

6-2：Excelの表を貼り付ける Excelの表を 

第7章 便利な機能 
 〃   
期末課題 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 特になし 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、定期試験（中間・期末）等により総合的に

評価します。 

【教科書】 よくわかる Word2019 応用 

【参考資料】 プリント配布 

【留意事項】 
実習室は授業のないときは開放されています。積極的に利用し、授業の復習

や試験対策などに活用してください。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【授業科目名】 社会人教養(授業形態：講義） 
 

【教科目名】 ビジネス教養 【単位数】 ２単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 

【コース】 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩｏＴコース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 ２年次 【授業時間数】 ３０Ｈ 

【授業担当者】 勝村 正巳、佐藤 宏一郎 [実務経験]システム設計業務・国家試験対策 

【学習目標】 

ビジネスパーソンとしての業務上理解しておくべき基礎的法律知識を学習

します。業務のリスクを察知し、法的に問題点を解決に導くコンプライアンス

能力を身に付けることを目標とします。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

コンプライアンスの基本 

法律の基礎知識 

オフィスにおけるコンプライアンス 

 情報 守秘義務/個人情報保護/営業秘密 

 刑事上の責任 詐欺・窃盗/文書偽造/名誉棄損など 

 労務 就業規則/パワハラ/セクハラ 

お客さまに対するコンプライアンス 

 消費者契約法 勧誘/クーリング・オフ等 （中間課題） 

 営業活動 景品表示/個人情報/住居侵入 

 商品・製品 製造物責任 

取引先に対するコンプライアンス 

 下請法 親事業者の禁止行為 

 不正競争防止法 公正取引/引き抜き 

プライベートにおけるコンプライアンス 

 生活・趣味・トラブル 正当防衛/自救行為など 

期末課題 

 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 特になし 

【成績評価方法】 出席状況、受講態度、中間課題および期末課題等により総合的に評価します。 

【教科書】 社会人なら知っておきたいコンプライアンスの落とし穴（経済法令研究会） 

【参考資料】 配布資料 

【留意事項】 

4 月からの社会人生活に向け、常に「自分が当事者だったら」という意識を

持って学習してください。 

 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【教科目名】 ＩＴものつくり選択 
 

【教科目責任者】 水越 武 

 

【対象学科・コース】 

ＩＴものつくり学科 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩｏＴコース 

ＩＴものつくり学科 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩｏＴコース 

 

【学習の目的・趣旨】 

IT ものつくり学科で目指す卒業後の進路は多岐にわたります。社会に出たときに必要となる

知識やスキルは職場により異なり、特に専門性が高くなる分野ほどその傾向は強くなります。

この教科目では、各コースの専門性を高めるため、AI・システム開発コースでは高度なプログ

ラミング・システム開発に関する学習、情報処理コースでは ICT 利活用技術に関する学習、ロ

ボット・IoT コースでは製造・機械・制御に関する学習をします。 

専門性が高いため目標到達点が高く時間もかかりますが、将来の職業に直結する授業でもあ

りますので、途中で諦めることなく学習してください。 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象コース】 【学習時期】 

１ Java プログラミング AI・システム開発 １学年後期 

２ AI プログラミング AI・システム開発 ２学年前期 

３ システム設計 AI・システム開発 ２学年前期 

４ モバイルアプリ開発 AI・システム開発 ２学年前期 

５ Web システム開発 AI・システム開発 ２学年前期 

６ システム開発ａ AI・システム開発 ２学年後期 

７ システム開発ｂ AI・システム開発 ２学年後期 

８ Web サイト制作 AI・システム開発、情報処理 １学年後期 

９ 画像処理 情報処理 ２学年前期 

１０ Excel 応用 情報処理 ２学年前期 

１１ コンピュータ会計 情報処理 ２学年前期 

１２ Web プログラミングⅠ 情報処理 ２学年前期 

１３ Web プログラミングⅡ 情報処理 ２学年後期 

１４ ICT クラウド活用 情報処理 ２学年後期 

１５ CAD 情報処理、ロボット・IoT １学年後期 

１６ 電気工事Ⅰ ロボット・IoT １学年後期 

１７ メカトロニクス ロボット・IoT ２学年前期 

１８ CAD･CAM ロボット・IoT ２学年前期 

１９ 電気工事Ⅱ ロボット・IoT ２学年前期 

２０ シーケンス制御 ロボット・IoT ２学年前期 

２１ NC プログラミング ロボット・IoT ２学年後期 

２２ 組込プログラミング ロボット・IoT ２学年後期 

 



7 
 

【授業科目名】 システム開発ａ（授業形態：演習） 
 

【教科目名】 IT ものつくり選択 【単位数】 ２単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 
【コース】 ＡＩ・システム開発コース 

【学習時期】 後 期 

【年次】 ２年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 海老原 広行 

【学習目標】 

前期の「システム設計」で設計したシステムの修正案を基に実際にシステム

の修正作業を行いながら、プログラミング・データベース・Ｗｅｂシステム等

について学びます。この授業では実際のシステム開発について習得することを

目標とします。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

システム修正・開発① 

システム修正・開発② 

システム修正・開発③ 

システム修正・開発④ 

システム修正・開発⑤ 

システム修正・開発⑥ 

システム修正・開発⑦ 

中間試験（システム内容の中間発表）改善点等の指導 

デバッグ・テスト 

デバッグ・テスト 

デバッグ・テスト 

デバッグ・テスト 

デバッグ・テスト 

デバッグ・テスト 

デバッグ・テスト 

期末試験（システム内容の最終発表）改善点等の指導 

改善システム提出 
 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

※     は企業との連携になります。 

【資格との関連】 経済産業省 基本情報技術者試験 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、定期試験（または定期課題）等により総合的に

評価します。 

【教科書】 最新 情報システムの開発（実教出版） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

システムを設計・開発する際の考え方や方法は一つではありません。「どのよ

うなシステム（仕組み）にするとよいか」を考えながら演習課題に取り組みま

しょう。 

連携企業等から派遣される講師（特別講師）の先生から直接ご指導をいただ

きます。積極性やコミュニケーションを意識して取り組んでください。 
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【授業科目名】 システム開発ｂ（授業形態：演習） 
 

【教科目名】 IT ものつくり選択 【単位数】 ２単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 
【コース】 ＡＩ・システム開発コース 

【学習時期】 後 期 

【年次】 ２年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 海老原 広行 

【学習目標】 

前期の「システム設計」で設計したシステムの修正案を基に実際にシステム

の修正作業を行いながら、プログラミング・データベース・Ｗｅｂシステム等

について学びます。この授業では実際のシステム開発について習得することを

目標とします。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

システム修正・開発① 

システム修正・開発② 

システム修正・開発③ 

システム修正・開発④ 

システム修正・開発⑤ 

システム修正・開発⑥ 

システム修正・開発⑦ 

中間試験（システム内容の中間発表）改善点等の指導 

デバッグ・テスト 

デバッグ・テスト 

デバッグ・テスト 

デバッグ・テスト 

デバッグ・テスト 

デバッグ・テスト 

デバッグ・テスト 

期末試験（システム内容の最終発表）改善点等の指導 

改善システム提出 
 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

※     は企業との連携になります。 

【資格との関連】 経済産業省 基本情報技術者試験 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、定期試験（または定期課題）等により総合的に

評価します。 

【教科書】 最新 情報システムの開発（実教出版） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

システムを設計・開発する際の考え方や方法は一つではありません。「どのよ

うなシステム（仕組み）にするとよいか」を考えながら演習課題に取り組みま

しょう。 

連携企業等から派遣される講師（特別講師）の先生から直接ご指導をいただ

きます。積極性やコミュニケーションを意識して取り組んでください。 
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【授業科目名】 WebプログラミングⅡ（授業形態：演習） 
 

【教科目名】 IT ものつくり選択 【単位数】 ２単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 
【コース】 情報処理コース 

【学習時期】 後 期 

【年次】 ２年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 水越 武 

【学習目標】 

Web プログラミングⅠに引き続き、PHP 言語、データベース「MySQL」、Web サー

ビス「Apache」を使用して、Webアプリケーションの作成方法を学び、簡単なシ

ョッピングサイトが作成できるようになることを目標とします。なお、この授

業では PHP言語による Web システム開発のフレームワークである「Laravel」を

使用します。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

実用的なスクリプト（ショッピングサイトの制作） 

実用的なスクリプト（ショッピングサイトの制作） 

実用的なスクリプト（ショッピングサイトの制作） 

Laravelを用いたフレームワーク開発の準備 

ルーティングとコントローラ 

ルーティングとコントローラ 

ビューとテンプレート 

ビューとテンプレート、中間課題（中間試験） 

リクエスト・レスポンスを補完する 

リクエスト・レスポンスを補完する 

データベースの利用 

データベースの利用 

Eloquent ORM 

Eloquent ORM 

Eloquent ORM 

期末課題（期末試験） 
 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 経済産業省 基本情報技術者 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、定期試験（または定期課題）等により総合的に

評価します。 

【教科書】 
確かな力が身につく PHP「超」入門（SB クリエイティブ） 

PHP フレームワーク Laravel 入門 第２版（秀和システム） 

【参考資料】 授業中に配布する資料 

【留意事項】 

この授業は PHP による Web アプリケーション作成に関する基礎を理解している

ことを前提に、フレームワークを利用した Web システム開発手法を学びますの

で、前期の学習内容が不十分な人は復習をしながら学んでください。 
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【授業科目名】 ICTクラウド活用（授業形態：演習） 
 

【教科目名】 IT ものつくり選択 【単位数】 ２単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 
【コース】 情報処理コース 

【学習時期】 後 期 

【年次】 ２年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 飯村 果苗 

【学習目標】 

通信技術を有効活用し、情報を伝達することに焦点を当てた、ICT（情報通信

技術）活用について学びます。 

特に、近年の企業 PR や商品 PR 活動において一般的になりつつある SNS での

やり取りや、メールでのコミュニケーションについて基礎知識の習得を目指し

ます。種類ごとの特徴や使い分けを理解することはもちろん、人と人とのコミ

ュニケーションを意識した効果的な活用方法を、演習を通して学習します。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

 

 

 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

 

ICT活用について、メールに関する基礎知識と活用 

デジタル時代のSNSマーケティング 

基本知識と目標設定 

SNSの種類と特徴 

炎上予防と対策・運用ポリシーと運用マニュアル 

ターゲット・ペルソナの設定 

つながりを生むコンテンツのつくり方① 

つながりを生むコンテンツのつくり方②、中間課題 

動画編集・動画制作の流れ 

Power Directorとは 

ビデオクリップを編集 

動画に演出を加える 

音声・音楽を組み合わせる 

PR動画制作 ①コンセプトワーク ②構成 

  〃   ③素材準備、撮影 

  〃   ④制作 

コンテンツの分析方法・エンゲージメントを上げる鉄則 

消費者とつながる運用方法 

期末課題 
 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 特になし 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、中間課題、期末課題等により総合的に評価

します。 

【教科書】 

デジタル時代の基礎知識『SNS マーケティング』 第 3 版（翔泳社） 

今すぐ使えるかんたん ビデオ編集&DVD作り[PowerDirector対応版][改訂2版]

（技術評論社） 

【参考資料】 授業で配布する資料 

【留意事項】 

「ICT」は非常に広範な概念・意味を持っており、すでに幅広い分野で活用さ

れています。身の回りはもちろん、世の中で活用されている ICT にも目を向け

ていきましょう。 

尚、SNS は画期的なサービスである反面、使い方を誤ると企業イメージを損

なう等リスクも伴います。ビジネスで活用する上での注意点や運用方法の設定

など、細かい部分にも関心を持って取り組んでください。 
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【授業科目名】 NCプログラミング（授業形態：演習） 
 

【教科目名】 ＩＴものつくり選択 【単位数】 ２単位 

【学科名】 ＩＴものつくり学科 
【コース】 ロボット・ＩｏＴコース 

【学習時期】 後 期 

【年次】 ２年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 勝村 正巳 

【学習目標】 

ＮＣ工作機械の動作の仕組みを学習し、ＮＣフライス盤とＮＣ旋盤による加工

技術，加工のためのＮＣプログラミングの知識を習得し，プログラミングにより

実際に部品の加工を行います。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

 

 

ＮＣ工作機械の概要 

機械加工の基礎知識 

ＮＣプログラムの基礎 

ＣＡＭ１３インストール 

輪郭加工   ・Ｇコードによる位置決め，直線補間 他 

輪郭加工 課題演習① 

輪郭加工 課題演習②，中間課題 

輪郭加工 課題演習③ 

ＮＣプログラムの作成・確認・編集の演習 

加工演習① 

加工演習② 

加工演習③ 

部品加工① 

部品加工② 

部品加工③ 

期末課題 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 特になし 

【成績評価方法】 出席状況、受講態度、授業課題、中間課題、期末課題により総合的に評価します。 

【教科書】 
入門ＮＣプログラミング（オーム社） 

Ｆｕｓｉｏｎ３６０操作ガイド ＣＡＭ・切削加工編１（カットシステム） 

【参考資料】 授業中に配布するプリント 

【留意事項】 

工作機械を自動運転するための基礎となる知識が習得できます。 

部品製作など就職活動に直結する内容となります。失敗をしても次に活かせるよ

う試行錯誤する癖を身に付けましょう。 
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【授業科目名】 組込プログラミング（授業形態：演習） 
 

【教科目名】 IT ものつくり選択 【単位数】 ２単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 
【コース】 ロボット・ＩｏＴコース 

【学習時期】 後 期 

【年次】 ２年次 【授業時間数】 ６０Ｈ 

【授業担当者】 鈴木 信也［実務経験］エンジン制御・画像認識・モバイルサービスに従事 

【学習目標】 

多くのスマートフォンやタブレットで使用されている Arm アーキテクチャのマ

イコンを用いて、IoT プログラミングについて学びます。なお、プログラム言語

は C 言語を使用します。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

Armマイコン、STM32マイコンの基礎知識 

開発環境の準備と動作確認、ディジタル入出力回路を動かす 

割り込み、タイマ、USB通信、アナログ入力 

アナログ出力、PWM、I2C（気圧センサ、６軸センサ） 

UART、Wi-Fi、クラウドサービス 

ビーム・フォーミング、音声信号処理 

音声信号処理 

中間課題 

Arduino IDEの利用 

MP3ソフトウェア・プレーヤーの製作 

MP3ソフトウェア・プレーヤーの製作、気圧センサでドアの開閉制御 

気圧センサでドアの開閉制御 

IoTデータ・ロガーの製作 

IoTデータ・ロガーの製作、期末課題 

期末課題 

期末課題 
 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 経済産業省 基本情報技術者、応用情報技術者 

【成績評価方法】 
出席状況、受講態度、授業課題、小テスト、定期試験（中間・期末）等により総

合的に評価します。 

【教科書】 定番 STM32 で始める IoT 実験教室（ＣＱ出版） 

【参考資料】 授業中に配布するプリント 

【留意事項】 

C 言語による専用のライブラリを用いたプログラミングを学びます。主な処理

は専用のライブラリとして用意されていますので、ライブラリを使用したプロ

グラミング技術をしっかりと学んでください。 

 

 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【教科目名】 卒業研究 

 

【教科目責任者】 水越 武 

 

【対象学科・コース（クラス）】 

 ＩＴものつくり学科 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩｏＴコース 

 

【学習の目的・趣旨】 

卒業研究は各学科・コースで学んだ学習成果の集大成として位置づけており、開校当初から

カリキュラムに取り入れている授業科目のひとつです。ＩＴものつくり学科の卒業研究は、学

科の主な進路となる業界の中に問題を提起し、これまで学んだシステム開発・情報処理・ロボ

ット・ＩｏＴ技術を活用することでこれまでに習得した知識や技術の理解を深め、併せて実社

会で求められる実践力を身につけることがねらいです。 

卒業研究は、原則として４～６人のグループを編成し、研究（制作）テーマに基づいて調査・

研究・設計・制作を計画的に行います。グループごとに研究テーマと到達目標を設定し、メン

バーはチームリーダーを中心に一丸となって取り組み、目標達成に向けて最後までやり抜く力

を身につけます。卒業研究が成功するか否かは、メンバーひとり一人の協調性と責任感にかか

っています。成果物を完成させることだけが卒業研究の目的ではありません。卒業研究は「仕

事の練習」といった重要な意味があります。メンバー全員が目標達成のための共通理解を図る

こと、問題点や課題は十分に話し合い力を合わせて解決すること、ひとり一人が主体的に取り

組み責任を持って最後まで成し遂げることなど、社会人として仕事をしていくために必要な基

礎力を学びます。専門分野の知識・技術の習得だけでなく人間的な成長も図りましょう。 

なお、卒業研究は、『ＩＴものつくり学科卒業研究実施細則』に基づいて実施されます。 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象クラス】 【学習時期】 

１ 卒業研究 ２ＴＡ・２ＴＢ ２年後期 
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【授業科目名】 卒業研究（授業形態：演習） 
 

【教科目名】 卒業研究 【単位数】 ５単位 

【学科名】 ＩＴものつくり学科 

【学科コース】 

ＡＩ・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・ＩｏＴコース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 ２年次 【授業時間数】 １５０Ｈ 

【授業担当者】 
小泉 秀哲[実務経験]メーカーでの SE 業務、海老原 広行 

鈴木 信也［実務経験］エンジン制御・画像認識・モバイルサービスに従事 

【学習目標】 

卒業研究はそれぞれの学科・コースで学ぶ学習成果の集大成です。これまで

学んだシステム開発・情報処理・ＩｏＴ技術などを実際に活用することで習

得した知識や技術の理解をより深め、併せて、実社会で求められる実践力を

身につけます。また、グループ作業を通じて、チームワークやコミュニケーシ

ョン力を養います。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

 

オリエンテーション（実施細則説明）、グループ編成 

研究テーマの検討、企業の方等からのアドバイス 

第１回中間発表（テーマ発表） 

研究テーマの再考、工程表の作成 

グループごとに計画に基づいて実施 

    〃 

    〃 

第２回中間発表（中間試験）、企業の方等からのアドバイス 

グループごとに計画に基づいて実施 

    〃 

    〃 

    〃 

    〃 

    〃 

    〃 

学科最終発表（期末試験）、企業の方等からのアドバイス 

２月全体発表会 

 

 
※上記以外の中間発表は、必要に応じて行います。 

※全体発表会終了後、速やかに成果物を提出すること（実施細則参照）。 

※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 特になし 

【成績評価方法】 
出席状況、貢献度、他者評価、中間・最終発表評価、成果物等により総合

的に評価します。 

【教科書】 必要に応じて各自用意すること 

【参考資料】 必要に応じて各自用意すること 

【留意事項】 

卒業研究は学科で修得した知識・技術の集大成であるとともに、実社会で

他者と関り仕事をしていくための練習でもあります。メンバー全員で協力

し合い、各自がやるべきことに責任を持ち、主体的に取り組んでください。 

【実務経験のある教員等による授業科目】 
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【教科目名】 企業実習 
 

【教科目責任者】 小泉 秀哲 

 

【対象学科・コース】 

ＩＴものつくり学科 

AI・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・IoT コース 

ＩＴものつくり学科 

AI・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・IoT コース 

 

【学習の目的・趣旨】 

将来の仕事を考える上で、業界・企業・事業内容を理解する必要があります。また、どんな仕事

を、誰が、何のためにやっているのか、その仕事のやりがいや面白さは何なのか、なども理解する

必要があります。 

この教科目では、当学科が目指す職業の現場実習を通して、働く上での心構えや仕事へ取り組む

姿勢を学ぶとともに、授業の中で習得する知識や技術が実践でどのように活かされているか等、経

験を通して理解します。 

現場の評価を謙虚に受けとめ、実習で得たことを授業や就職へ活かしましょう。 

 

【授業構成】 

【番号】 【授業科目名】 【対象コース】 【学習時期】 

１ 企業実習Ⅰ AI・システム開発、情報処理、ロボット・IoT １年後期 

２ 企業実習Ⅱ AI・システム開発、情報処理、ロボット・IoT ２年後期 
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【授業科目名】 企業実習Ⅱ（授業形態：実習） 
 

【教科目名】 企業実習 【単位数】 ２単位 

【学科名】 IT ものつくり学科 

【コース】 

AI・システム開発コース 

情報処理コース 

ロボット・IoT コース 
【学習時期】 後 期 

【年次】 ２年次 【授業時間数】 １２０ Ｈ 

【授業担当者】 小泉 秀哲[実務経験]メーカーでの SE業務 

【学習目標】 

当学科が目指す職業の現場実習を通して、職業人としての心構えや仕事へ取

り組む姿勢を学ぶことを目的とします。 

内定先企業にて実習を行うことにより、実践的な業務の実習を行い 4 月から

の社会人生活をスムーズにスタートできるよう準備を行います。 

【授業計画】 

 授 業 内 容 

56 Ｈ 

 

 

 

 

 

 

28 Ｈ 

 

 

 

 

 

 

36 Ｈ 

 

 

 

 

 

    

 

学内オリエンテーション 

 実習内容の確認 

スケジュールの確認 

ビジネスマナー指導 

 職業観・実習の目的・達成目標の共有 

実習における諸注意 

 

DXについての学習 

 DXの実現に向けて 

 DXを実現するデジタル技術、Web技術 

 DXの基盤を担うクラウド 

 データ処理とネットワーク 

 DX人材を育てる 

 

企業内での実務実習 

 挨拶、身だしなみ 

清掃、整理整頓 

 指示の受け方 

報告・連絡・相談 

 実務の体験 

報告書作成 

 
※授業の進度によっては、内容に変更が生じる場合があります。 

【資格との関連】 特になし 

【成績評価方法】 
実習評価項目に従い、現場指導者に実習評価をいただき、その評価を元に、

担当教員が成績評価・単位認定を行います。 

【教科書】 特になし 

【参考資料】 プリント配布 

【留意事項】 
内定先の企業へ実習に行きます。４月からの勤務がスムーズに行えるように

社員の方の指導を受け責任ある行動を心掛けてください。 

 

【実務経験のある教員等による授業科目】 


